
デンジセーブによる
電力効率改善のご提案



「省エネ？できる事はもう全部試しました．．．」

そんな企業様へ ぜひ試していただきたいご提案です
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2010年に施行されました改正省エネ法の下、毎年の原油換算値の
CO2削減に対して、各種省エネ機器の導入や各セクションの人的努力
（まめに電源を落とす、設定温度を緩めにする等）、LED化、遮熱塗料等、
ほぼ尽くせる手は尽くしているのが現状ではないかと思います。
「もう手詰まり・・・やることないよ」という企業様が殆どです。

一方で、新たな省エネ機器の導入は操業停止など、運用上のリスクや
煩雑さがネックになり、なかなか取り組めない現実もありました。

とのお声がきっかけとなり、2015年からデンジセーブの開発に着手し、
2016年に製品化の運びとなりました。

「もっと簡単にできる省エネ提案ない？」

デンジセーブによる電力効率改善のご提案



※1 参照　一般社団法人日本電機工業会　https://www.jema-net.or.jp/Japanese/pis/con_react.html
※2 参照 東京電力㈱ 高調波抑制対策ガイドラインについて　https://www.ryuki.com/wp/wp-content/themes/ryuki-engineering/images/technical/giju_s05_PFguide.pdf

例えば第5次高調波の場合、基本波1サイクルに対して高調波5サイクルが同時に
流れるため、電流の波形に乱れが生じ、ひずみ波形となります。

高調波の抑制対策

1994年9月30日　
経済産業省　エネルギー庁交付

「高圧又は特別高圧で受電する需要家の
高調波抑制ガイドライン」
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高調波とは「実際に流れる電流（基本波）の整数倍の周波数の電流」で、基本波に同期し、「脅威のノイズ」、「電気の公害」などと言われ、
主に半導体電力変換装置（インバーター 等）から発生します。

高調波とは

高調波は電源の電圧波形を歪ませ、周辺設備や機器の損傷、誤作動、機能低下、過電流、過負荷を引き起こす原因（高調波障害）と
なっています。
進相コンデンサやリアクトルといった無効電力対策用機器は特に高調波の影響を受けやすく、無効電力対策に悪影響を及ぼします。

※2

※1

高調波による悪影響

高調波の減衰が電気使用量の削減に
つながることはご存じですか？
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※3 参照 住友電気工業㈱ 住友テクニカルビュー第203号
※4 参照 九州電力配送株式会社　https://www.kyuden.co.jp/td_supply_harmonic.html
※5 参照 日置電機株式会社　file:///C:/Users/shima/OneDrive/%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97/A_UG_HARMO05-13_J02.pdf
※6 参照 富士電機テクニカ㈱　https://www.fujielectric.co.jp/technica/products/noise-cut-transformer/faq/cuttrans/07.html
※7 参照 ABB株式会社　https://new.abb.com/drives/ja/low_harmonics/1000

電力損失とはエネルギー変換や伝送過程で失われる電力のことで、ジュール熱として知られており、送配電線や変圧器、トランス、モーターなど多くの電気機器で発生します。

機器の寿命・効率低下

高調波の影響により、電気機器は過熱により多くの無駄
なエネルギーを消費（電力損失）します。機器の電流実効
値が増えるため、電力損失がP＝I²×Rで増加する上　、
機器の寿命低下を招き、企業損失が増加します。※7

悪影響
4

高調波は、機器の誤作動や寿命低下を招く高調波障害を引き起こし、
電力損失を発生させる原因となっています。

高調波が企業に及ぼす損害
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※4

電気の品質低下

基本波と高調波が同じ回路を流れることで電流に
歪みが生じ（ひずみ波）、電気の品質低下を招きま
す。    また高調波障害が原因となり、配電線ロス
（電力損失）がI²に比例して増加します。

悪影響
2

※4

※5

過電流、過負荷悪影響
1

無効電力対策への悪影響

高調波は、力率改善用コンデンサや直列リアクトル
の過熱焼損事故などの原因となっています。特に力
率改善用コンデンサは高調波電流を流入しやすいた
め   、無効電力対策への悪影響が懸念されます。

悪影響
3

※5 ※6

機器から発生した高調波電流は、通過する途中の
機器に過熱あるいは騒音を発生させる問題が起き
ることがあり、さらに「共振」現象が起きると、高調
波による過電圧や機器に対する過電流・過負荷な
どを引き起こします。※3
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※9 某大手飲料メーカー生産工場におけるサーモカメラ撮影画像（設置後48時間経過時点）

高調波除去にフェライトの原理を活用

高調波を吸収

高調波を吸収

微弱な熱として放出

微弱な熱として放出

高調波

室外機等

コンプレッサー等

モーター等

表面温度計測事例

（表面温度が電圧3.3kVで0.1℃上昇）

※9と の表面温度をサーモカメラで計測

ケーブル表層よりデンジセーブの表面温度が低いことから、
デンジセーブが高調波を吸収して微弱な熱として放出して
いることが確認できます。

 　の表面温度が
34.7℃であるのに対し、
 　の表面温度は
27.9℃

デンジセーブは、フェライトの「ノイズを吸収する」という
特性に着目し、高調波の減衰を目的に研究開発した磁性
吸収体です。

ノイズ(Hz)の大きさ

東京工業大学の加藤教授チームが開発に成功

※8

1930年

1935年 東京電気化学工業（現TDK株式会社）が特許を取得

ハードフェライト
ソフトフェライト

世界で3番目に強力な磁石
ノイズを吸収する「磁性吸収体」

Hz 1～999 ＫHz 1～999 ＭHz 1～999 GHz 1～999 ＴHz 1～999
高調波

通常のフェライトが効果を発揮する周波数帯デンジセーブ

フェライトの
歴史 はデンジセーブ未設置部分　　はデンジセーブ設置部分

通常画像

サーモ画像



電気使用量削減の仕組みによる

電力損失を２０％と仮定した場合の事例 高調波
電力損失

約20％の電力損失が発生
室外機等

コンプレッサー等

キュービクル モーター等

電力損失を15～5％まで軽減

設置後

電力使用量 100

キュービクル
電力使用量 85～95

設置前

必要電力量 80

室外機等

コンプレッサー等

モーター等

必要電力量 80

電力損失の軽減
無効電力対策の効率改善

電力損失の軽減
過電流・過負荷の改善

機器の過熱・寿命低下の軽減

電機の品質向上
配電線ロス（電力損失）の軽減

コンデンサー

リアクトル

コンデンサー

リアクトル

受電設備 電気機器送配電設備

デンジセーブによる電力効率改善のご提案
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※10　沖エンジニアリング株式会社EMC事業部シールドルームにおける高調波減衰エビデンス

デンジセーブによる電力効率改善のご提案
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EMC TEST REPORT 

 
 

 
Applicant : Japan Business Consulting Co.,Ltd. 
   
Product Name : Spot Cooler 
   
Test standard : None (Applicant's requirement) 
   
Test report No. : 141291 

 
 
 
 
 

Checked by: Date of test: 

:                             :          2024/7/11           

Ryo Asagawa  

  

Approved by: Issued date: 

:                             :           2024/8/30          

Takuya Kojima  

Manager of Consumer Group  

  

 
 
 
 
 
 
 

Oki Engineering Co., Ltd. Honjo Center 
1-1, Ojimaminami 4-chome, Honjo-shi, Saitama 367-8686, Japan 

Telephone : +81-495-22-8411  Facsimile : + 81-495-22-8410 
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Page : 4 of 5 
Issued date : 2024/8/30 

 

Ｏ Ｅ Ｇ   

<  Harmonic Current > 
Test equipment used. 

Calibration
Date

Calibrat ion
Until

Remark*1 Sign Instrument Model No. Serial No. Manufacturer

: Equipment was not used during the test.

1
Power Quality

Analyzer
PQ3198-92 -

HIOKI E.E.
CORPORATION - -

Applicant-Prepared
Measurement
Instruments

*1 : Equipment was used during the test.

 
Data of test 

 
Applicant -Provided Data 1: Harmonic Current from the 1st to the 25th 

 

 
Applicant -Provided Data 2: Harmonic Current from the 26th to the 50th 

高調波減衰効果の

当エビデンスにより、「脅威のノイズ」と言われる第5次、第7次、第11次高調波はもちろんのこと、
第50次高調波まで幅広く減衰していることが確認できます。
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※10

①・・・第7次高調波
②・・・第5次高調波
③・・・第11次高調波

①

②

③

民間試験場の電磁シールド(遮蔽)した試験室(シールドルーム)における効果測定の結果、デンジセーブの高調波減衰効果を確認
することができます。

No

1

2

3

4

ブレーカー

デンジセーブ

200Vスポットエアコン

電源品質アナライザー

名称

E30-NF

VF-60

SUASP3GU

PQ3198-92

型式

寺崎電気産業

ジャパン・ビジネス・コンサルティング

ダイキン

日置電機

製造会社

民間試験場シールドルームにおける
高調波減衰試験の詳細

拡大図



※11 某大手飲料メーカー生産工場におけるジュール計測機実測データ

■試験概要   
1号機（青線）にデンジセーブを設置後、2号機（黄線）
及び3号機（ピンク線）を加えた3機器合算（赤線）の
削減効果を原単位で検証

■試験環境
既存の設備で電力量削減のデータ検証を実施 
1：冷凍機仕様の水冷スクリューチラー
2：ジュール計測が可能な装置による原単位ベースでの
　 電気使用量削減を確認

■低減効果   
106.6(A/GJ)/119.6(A/GJ)×100＝89%

ジュール計測が可能な装置により測定した
結果、11%の削減効果が得られた

某大手飲料メーカー様のご協力による、生産工場での電気使用量削減データ

デンジセーブによる電力効率改善のご提案
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設備名 デンジセーブ 運転状況 運転状況
1号冷凍機 〇 OFF ON
2号冷凍機 ✕ ON ON
3号冷凍機 ✕ ON ON

電気使用量削減効果の

© 2024ジャパン・ビジネス・コンサルティング株式会社

「電力と熱量（GJ＝ギガジュール）による電気使用量削減効果実測データ

※11

ジュール計測が可能な装置を使用
することにより、「ジュール熱（電力
損失）の削減効果＝電気使用量の削
減効果」を確認することができます。



RoHS規制適合証明書 REACH規則適合証明書 PL保険加入証明書 保証書（10年保証）※14 ※15※12 ※13

※12 RoHSとは、EUにおける「電気・電子機器における特定有害物質の使用制限」
※13 REACHとは、EUにおける「化学品の登録・評価・認可および制限に関する規則」
※14 １事故あたり10億円の生産物賠償保険に加入
※15 設置日を起算日として10年間の保証

デンジセーブによる電力効率改善のご提案
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Test Report No. 64.165.22.02227.01
Rev.00
Dated 2022-06-21

Any use for advertising purposes must be granted in writing. This technical report may only be quoted in full. This report is the result of a single 
examination of the object in question and is not generally applicable evaluation of the quality of other products in regular production. For further details, 
please see testing and certification regulation, chapter A-3.4.
TÜV SÜD Certification and Testing (China) Co., Ltd. Guangzhou Branch  Tel.: (86) 20 38320668
TÜV SÜD Group                                                                Fax: (86) 20 38320478
5F, Communication Building, 163 Pingyun Rd, Huangpu West Ave.
Guangzhou 510656, P.R. China                                                                                                                Page: 1 of  6

Applicant: Japan Business Consulting Co., Ltd.

Address: 12-29, Yochoumachi, Shinjuku-ku, Tokyo 1620055, Japan

Sample Description: Ferrite core and surface-attached design seal

Model No.: /

Sample Received 
Date:

2022-05-25

Test Period: From 2022-05-25 to 2022-06-20

Purpose of 
examination:

Test according to RoHS (Restriction of Hazardous Substances) 
directive 2011/65/EU and its amendment (EU) 2015/863 on submitted 
samples

- Heavy Metal (Pb, Cd, Hg and Cr VI) Content PASS

- Polybrominated Biphenyls (PBBs) and 
Polybrominated Diphenyl Ethers (PBDEs) Content

PASS

- Phthalates (DEHP, BBP, DBP and DIBP) Content PASS

Test Result: Refer to following page(s)

Remark: The result relates only to the items tested.

TÜV SÜD Certification and Testing (China) Co., Ltd. Guangzhou Branch
TÜV SÜD Group 

Prepared by: Reviewed by:

Lily Feng
Project Handler

Kevin Zhang
Designated Reviewer

   

   

Laboratory: Phone : +852 2443 3774 Regd. Office: 
TÜV SÜD Hong Kong Limited Fax: +852 2944 0005 TÜV SÜD Hong Kong Limited 
 E-mail: info@tuv-sud.cn 18/F & 19/F, Yuen Long Trading Centre, 33 Wang Yip Street West 
 Web : http://www.tuv-sud.cn Yuen Long, New Territories, Hong Kong Page 1 of 9  
   

 

 

Test Report No.: 60.431.22.0809.01 
 

Dated: 2022-08-24 
 

 

 
 

Applicant 
 

: 
 

Japan Business Consulting Co., Ltd. 

 
 

 
 

 
 

12-29, Yochoumachi, Shinjuku-ku, Tokyo 1620055, Japan  

 
 

 
 

Sample Description 
 

: 
 

Ferrite core and surface-attached design seal  

 
 

 
 

Test Sample Receipt Date, Location 
 

: 
 

2022-04-28, 2022-07-08 and 2022-08-18, Hong Kong 
 

 
 

 
 

Test Period, Location 
 

: 
 

From 2022-06-15 to 2022-08-22, Hong Kong 
 

 
 

 
 

Test Result(s) 
 

: 
 

Refer to Section 3 
 

 
Purpose Of Examination / Conclusion: 

 
No. Test Item(s) Conclusion 
1. Analysis of the 224 Substances of Very High Concern (SVHC) 

Candidate List for authorization concerning Regulation (EC) No. 1907/2006 as published on the 
European Chemicals Agency (ECHA) website updated on June 10, 2022. 
According to the specified scope and analytical techniques, the concentration of each of the 224 
SVHC is <0.1% (w/w) in the submitted sample(s). 

 
Remarks: 
 

(1) The results relate only to the items tested. 
 

(2) Samples are tested as received. 
 

(3) When a statement of conformity to a specification / standard is provide on test report, decision rule is applied. For 
detail, please refer to TUV SUD Hong Kong Limited's decision rule statement which is available on TUV SUD Hong 
Kong Limited's website: 
https://www.tuvsud.cn/zh-cn/-/media/regions/zh/cn/images/about-us/decision-rule-tuv-sud-hong-kong-limited.pdf 
 

   

   

Laboratory: Phone : +852 2443 3774 Regd. Office: 
TÜV SÜD Hong Kong Limited Fax: +852 2944 0005 TÜV SÜD Hong Kong Limited 
 E-mail: info@tuv-sud.cn 18/F & 19/F, Yuen Long Trading Centre, 33 Wang Yip Street West 
 Web : http://www.tuv-sud.cn Yuen Long, New Territories, Hong Kong Page 2 of 9  
   

 

 

Test Report No.: 60.431.22.0809.01 
 

Dated: 2022-08-24 
 

 

TÜV SÜD Hong Kong 
TÜV SÜD Group 
 
Prepared by:   Reviewed by: 
    

  

 

 

    
Samuel Chan   Hilda Tang 
Project Manager   Manager 

 
Any use for advertising purposes must be granted in writing. This technical report may only be quoted in full. This report is the result of a single 
examination of the object in question and is not generally applicable evaluation of the quality of other products in regular production. For further 
details, please see testing and certification regulation, chapter A-3.4. 

■使用方法

■設置後の注意

製品名

設置台数

設置日

設置施設名

設置施設住所

設置業者 ㊞ジャパン・ビジネス・コンサルティング㈱

デンジセーブ

①デンジセーブの設置は、配電盤内の作業になりますので絶対に当社指定の電気工事事業者以外では行わないでください。

②デンジセーブは対象になる系統の主幹ケーブルに設置します。

※デンジセーブ本体が扉や配線に干渉しないような設置個所を選定してください。

③デンジセーブの設置個所を清掃し、ホコリ、油脂分をふき取って設置します。

④背面の接着用アクリル系シールをはがし、確実に取り付け、インシュロックで固定します。

①固定用インシュロックが破損・亀裂が無いか確認ください。

※貼り換え作業は当社指定の電気工事事業者にご依頼ください。

②本体の盗難、紛失にご注意ください。

③定期的に点検を行い、本体の落下や設置位置のズレがないか、確認してください。

お買い上げいただきました、デンジセーブにつきまして、本保証書記載の内容により保証させて頂きます。

本書は購入日が記載されている事を確認し、大切に保管してください。尚、本保証書は再発行は致しません。

１．保証期間
デンジセーブは、電磁波の干渉を減少させることを目的に製造・販売しております。磁性材料としての効果は半永久的であり、

長期間使用することで品質が低下することはありませんが、セラミックス素材としての摩耗、劣化等の点から設置日より10年間とします。

一現場当たり最大10億円のPL保険適用になる場合もございます。

２．保証の内容
当社指定の使用方法・設置方法による正常な使用状態で、保証期間中に破損、劣化した場合は、無償修理させて頂きます。

尚、無償修理できない場合の免責事項を記載しておりますので、ご確認ください

３．保証の範囲
保証はデンジセーブ本体を対象とします。設置用の接着テープは保証の対象ではありません。

４．免責事項
次のような場合は、保証期間内でも有償修理となります。

(1)不当な修理や改造による破損

(2)取り付け場所の移動による落下や破損

(3)火災・地震・風水害・落雷・煤煙・降灰・腐食性ガス・ホコリその他天変地異または破損行為による落下や破損

(4)当社指定の設置方法による設置ができていない場合や当社指定の電気工事事業者以外の設置による落下や破損

(5)本書の提示がない場合

〒162-0055 東京都新宿区余丁町12-259

TEL 03-4455-9067

徹底した試験により、さまざまな適合証明を取得しており、保険、保証にも対応。
安心して導入いただくことができます。

安全性の

© 2024ジャパン・ビジネス・コンサルティング株式会社



１．デンジセーブによる電気使用量削減効果
①電力損失の軽減による損失電力量の減少
②電力効率の改善による電気機器の運転効率向上

２．デンジセーブによる副次的な効果

３．フェライト組成なので安心・安全
４．設置は極めて簡単

①電気機器の延命化
②無効電力対策の効率改善
③CO2削減
　

デンジセーブのメリット

デンジセーブのデメリット

無料トライアルを実施するにあたり、お客様の経済的負担は
一切ございません。検証後、効果が得られない場合には無償
で撤去いたします。

10

デンジセーブによる電力効率改善のご提案

無料トライアル（２～３ヶ月）で削減効果を検証

無料トライアルで効果を確認 デンジセーブ検証例

温度影響機器での確認 

同温度帯での電力減少
温度推移と反比例の電力推移

2原単位試算の良化確認
電力量÷稼働量（生産量）での原単位試算 

1
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電力使用量削減効果の検証指針

設置後の検証を経なければ効果を確認することができません。そこで

■温度影響機器での検証例
上記検証例は、外気温の影響を受ける機器での
検証例となり、「同温度帯での使用電力量の減
少」又は「温度推移と反比例の使用電力量推移」
により削減効果を導き出します。

■原単位試算での検証例
その他の検証例として、外気温の影響を受けない
生産用機器の場合、「使用電力量÷稼働量（生産
量）」による原単位によって削減効果を導き出す
ことが可能です。



施設の給電は、キュービクルから配電盤を経由して行われています。
各電子・電気機器は全てこの給電系統から受電を行い、同時に高調
波による影響を受けています。

デンジセーブを給電系統の要であるキュービクルや配電盤に設置
する事により、効率的に高調波を吸収・除去します。
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デンジセーブによる電力効率改善のご提案

デンジセーブ製品寸法

設置断面図

59ｍｍ 6ｍｍ

18ｍｍ

（一段設置方法）
インシュロック

設置は極めて簡単の
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低圧トランス２次側

活線ブレーカー２次側6600v動力トランスへの送りCVTケーブル

低圧トランス２次側

活線ブレーカー２次側6600v動力トランスへの送りCVTケーブル
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デンジセーブによる電力効率改善のご提案

採用事例
地域
東北地区
東北地区
東北地区
関東
関東
関東
関東
関東
関東

中部地区
中部地区
中部地区
関西地区
関西地区
関西地区
関西地区
関西地区
関西地区
中国地方
中国地方
中国地方
中国地方
中国地方
四国地方
四国地方
四国地方
九州地方
九州地方

業態
スーパーマーケット

冷蔵倉庫
ショッピングモール
食品加工工場
食品加工工場
住設機器
印刷工場

食品加工工場
スーパーマーケット
自動車部品
飲料メーカー
冷蔵倉庫

精密機器製造
パチンコ店
冷蔵倉庫
温浴施設
化成品工場
自動車部品
金属加工

食品加工工場
食品加工工場
食品加工工場
飲料メーカー
食品スーパー
印刷工場
紙関連加工
金属加工工場
食品加工工場

設置系統　／　単位
空調・冷蔵
冷凍機
空調
冷凍機

ターボ冷凍機
コンプレッサー
工場全体

コンプレッサー
空調・冷蔵
成型機

コンプレッサー
冷凍機
チラー
空調

冷凍機・空調
濾過ポンプ・冷蔵

チラー
成型機

加工機系統
モーター系統
コンプレッサー
冷凍機

コンプレッサー
空調・冷凍機

印刷機・コンプレッサー
織機・コンプレッサー

NC・旋盤等
冷凍機・空調等

万円
2500
3000
1100
2500
2000
1600
1500
1800
2000
1800
2000
1200
600
2200
2400
2400
700
2200
1200
3500
1500
1100
2500
800
2400
1800
2400
8000

万円
250
250
140
240
200
180
200
200
220
150
250
150
80
300
350
300
80
250
150
550
200
80
260
100
240
200
250
600

%
6.0%
6.0%
7.0%
6.0%
6.0%
7.0%
8.0%
7.0%
8.0%
7.0%
9.0%
9.0%
7.0%
8.0%
9.0%
11.5%
6.0%
11.0%
6.5%
10.0%
13.0%
6.5%
5.0%
7.0%
6.5%
7.0%
7.0%
6.5%

年
1.7
1.4
1.8
1.6
1.7
1.6
1.7
1.6
1.4
1.2
1.4
1.4
1.9
1.7
1.6
1.1
1.9
1.0
1.9
1.6
1.0
1.1
2.1
1.8
1.5
1.6
1.5
1.2

特記事項
年間電気
料金

投資回収
年数

2024年9月現在

設置金額 平均削減率

冷凍機＋空調

ショッピングモール空調系統
食肉加工

菓子製造（単独系統）
インバーターコンプレッサー（単独系統）

3棟の空調＋SM冷蔵・冷凍
菓子製造
冷凍機＋空調
押し出し成型機
成型機用ブロー
4店舗平均

成型機用チラー（単独系統）
1100台

日配品物流倉庫
スーパー銭湯

成型機用チラー（単独系統）
押し出し成型機
自動車部品
11系統
飼料工場
肉加工

250kwコンプレッサー（単独系統）
冷凍食品・冷ケース

印刷機
シールなど印刷
金属加工
デリ工場
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1.高圧受電契約（または特別高圧）かつ電気料金が月平均50万円以上のお客様
　※低圧受電契約の場合はご提供できません。

3.介護施設やスーパー、冷凍倉庫、量販店、食品加工、製薬関連など、幅広い業態でご利用いただいておりま
　すが、個人宅や集合住宅、一部製造業ではご利用できません。
　※全てのお客様に効果が出るものではございません。お客様の環境によっては、効果が得られない場合もありますのでご了承ください。

2.直近１年間で大幅な設備更新や改修、営業時間の変更が行われていないお客様

直近１年間分の電気使用量明細
※トライアル期間中（おおよそ2～3か月程度）の電気
　使用量の明細も後日ご提出いただきます。

キュービクル内の写真データ

無料試験設置申込書直近１年間分の生産量・稼働量の
データ（製造業のみ）

トライアル期間中（おおよそ2～3か月
程度）の電気使用量明細および
生産量・稼働量のデータ

ヒアリングシート

1 2 3

4 5 6 ※トライアル後

13

デンジセーブによる電力効率改善のご提案

ご提供可能な
お客様の環境

事前にご提出
いただく書類

ご提供までの流れ

ご提案 設置可否
審査

設置日程
調整

設置作業 効果検証 検証結果の
ご確認

ご購入
または撤去

（御見積書の提示）

上記書類 上記書類

ご提出
1 2 3 4

ご提出
5

上記書類

ご提出
6

設置期間
２～３ヶ月
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デンジセーブによる電力効率改善のご提案

２～３か月程の無料トライアルが
できます。

簡単な設置作業のため、
電源を落とさずに設置できる
場合もあります。

電力設備への設置については、
電力法、電気工事法には
抵触しません。

業種を問わず、
電力占有率の高い動力系のみに
アプローチします。

効果をご一緒に確認していただき、
省エネシミュレートに基づいた
ご提案を行います。

ご提案内容

ご不明な点などがございましたら、メーカー又は販売店にお気軽にお問い合わせください

デンジセーブは、脱炭素社会に向けて「SDGs」、
「カーボンニュートラル」に積極的に取り組み、
CO2排出量削減に貢献します。


